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	スライド 0: 北広島市自然の森キャンプ場について
	スライド 1: 当施設は、平成9年に広済堂札幌カントリー倶楽部（現札幌リージェントゴルフ倶楽部）から市民還元施設として造成寄贈されたもので、自然を楽しむことができるレクリエーション施設として、これまで市内外問わず多く利用されてきた。 　しかし、令和元年度をピークに利用者が減少しており、また、施設の経年劣化により修繕が必要となってきている状況である。 　このような状況から、施設の今後の在り方について検討を行う。
	スライド 2
	スライド 3: （指定管理料、受水槽清掃費、火災保険料）
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7

